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 挑戦的で前向きな計画や行動を、「不利益

のリスクがあるからという理由で避けよう

とする経営体質は、それが、トップから社

員に至るまでの意識・行動の主流となった

時の経営損失は測り知れません。 

 前向きな挑戦による失敗が許容されず、

損失の責任が追及される企業風土の中では

新しい挑戦は生まれず、無事で無難な、「石

橋を叩いても渡らない」事業の進め方が定

着し、「リスクを知りながら、その対価とし

ての利益の獲得にあえて挑戦する」考え

方・行動は否定され、したがって、大きな

機会損失を招くことに繋がりかねないから

です。 

 保守的・防衛的な考え方・行動には、「大

きなリスクの裏には、大きな利益獲得の機

会がある」ことを見逃す、より大きな機会

損失のリスクが存在することに留意しなけ

ればなりません。 

リスクの捉え方リスクの捉え方リスクの捉え方リスクの捉え方 

「リスクの大きさは、利益の大きさに反比

例する。リスクがあるから利益が存在する

のだ」という捉え方は、基本的に正しい、

と言えましょう。 

 その上で、リスクを的確に評価して、そ

の不利益を最小化する手を打ちつつ、利益

の最大化に挑戦すべきです。 

 一方、企業や人の欲望につけこんだ「ね

ずみ講」のような、不正なビジネスが往々

にしてまかり通る世の中ですから、「甘い話

には嘘がある」という見方は、取り返しが

つかない誤りを避けるために不可欠である

ことは、言うまでもありません。 
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「大きなリスクには、大きな利益獲得の機

会がある」という見方や挑戦的行動は、目

標管理など社内のあらゆる事業活動で実践

されてこそ、事業の発展に結びつきます。 

 それには、トップが指針を示し、管理者

が日常のマネジメントにおいて、常に自ら

と部下に求めることが欠かせません。 

 目標管理の運用プロセスでは、「リスクと

利益」を評価しなければならない多くのケ

ースが生じます。 

 そのような機会を捉えて「リスクの前向

きな捉え方」を推奨し、対処の仕方の経験

を積ませること、リスクに対する前向きな

挑戦には、マイナス評価を与えないこと」、

そのような積み重ねが「リスクを恐れない、

挑戦的な企業文化」を育てることになるの

は、疑いのないことです。 
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